
平和都市宣言(60・12・3) 

世界の恒久平和は、人頭共通由聞いである。

しガし草ガ5、昔日程高世界の動吉田、監獄事由畠融をはらみ、

量巴重車Clo:Uto¥，
わtJ聞は倦の苗畢密として、菌兵器由思ろしさと、祖畢者の苦

しみを全世界の人平に訴え、再び広島・畠錨の幡揖を蝿り置しては

tJ:5在い。

葺葺;子市は市民自生市と盟主を守るE曲、い力担る匿のい力草る

匝兵器に却しても、そ由罵揖を京め、ここに平和都市を宣言する。z
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2月16日から 3月15固まで相税務署などで受け付け色
申
告
し
ま
せ
ん
か

記
帳
は
簡
単
、
特
典
い
ろ
い
ろ

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

で
、
ま
だ
青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
人

は
、
今
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

青
色
申
告
と
は
、
毎
日
の
収
入
や
経

費
な
ど
を
帳
簿
に
つ
け
、
そ
の
綬
簿
に

基
づ
い
て
正
確
に
所
得
や
税
額
を
計
算

し
、
青
色
町
申
告
書
で
申
告
す
る
制
度

で
す
。
こ
の
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る

人
は
、
税
金
の
面
で
い
ろ
い
ろ
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

特
典
的
主
な
も
の
に
は
、
次
円
・
4
ヲ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

4

コ
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
、
私
だ
ち
ガ
豊
か
な
生

活
を
送
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
だ
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
申
告
と
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
受
付
期
間
は

2
月
何
日
(
木
〉
か
ら

3
月
何
回
(
水
)
ま
で
柏
税
務
署
な
ど

(
2面
の
申
告
カ
レ

ン

ダ

ー

参

照

)

で

受

け

儲

け

て

い

ま

す

。

ー
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配
偶
者
や
日
歳
以
上
の
親
族
で
、
も

青

色

申

告

控

除

つ
ば
ら
そ
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る

一
律
に
叩
万
円
が
特
別
に
鐙
除
き
れ
人
に
支
払
っ
た
給
与
は
、
労
務
の
対

ま
す
.
た
だ
し
、
次
の
「
み
な
し
法
人
備
と
し
て
適
正
で
あ
れ
ば
全
額
必
要

課
税
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、
こ
の
控
経
費
に
な
り
ま
す
。

除

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

欠

損

金

の

繰

越

控

除

み

な

し

法

人

課

税

繰

戻

し

選

付

所
得
か
ら
事
業
主
報
酬
を
控
除
し
て
、
事
業
所
得
な
ど
に
損
失
が
出
た
と

残
額
は
法
人
と
同
じ
よ
う
な
課
税
方
法
き
、
そ
の
損
央
額
を
翌
年
以
降
3
年

を
受
け
る
「
み
な
し
法
人
課
税
」
の
方
法
問
に
わ
た
っ
て
、
頗
次
各
年
の
所
得

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
主
の
報
酬
額
は
、
事
業
の
種
類
ま
た
、
前
年
も
青
色
申
告
を
し
て
い

や
規
模
、
収
益
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
る
人
は
、
そ
の
損
失
額
を
前
年
の
所

ふ
さ
わ
し
い
額
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
得
か
ら
控
除
し
て
、
す
で
に
納
付
し

す

。

て

い

る

前

年

分

の

所

得

税

を

選

付

L

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
柏
税
務
署
ま
た
は

我
孫
子
市
商
工
会
宮
(
田
)
3
1
3
1

専

従

者

給

与

事
業
主
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る

1
5
0
0
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
以
外
的
所
得
が
四
万
円
を
超

え
る
人

③
給
与
が
2
か
所
以
上
あ
る
人
で
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
以

外
的
所
得
の
合
計
額
が
却
万
円
を
超
え

る
人

ω同
族
会
社
の
役
員
で
、
そ
の
法
人

か
ら
貸
付
金
利
子
、
不
動
産
賃
貸
料
を

受
け
て
い
る
人

山
間
み
な
し
法
入
院
税
を
選
択
し
た
入

国
間
予
定
納
税
額
の
あ
る
人

束
(
契
約
)
か
ら
発
生
し
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
約
束
を
し
て
財
産
を
も
ら
っ

た
方
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
止
の
よ
う
な
場
合
も
贈
与
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
親
名
義
の
土
地
や
家
屋
を
子
の
名

義
に
変
え
た
り
、
夫
金
義
的
株
式
を
妻

の
名
義
に
変
え
た
場
合

②
親
が
買
っ
た
土
地
や
家
屋
ま
た
は

株
式
等
を
子
の
名
義
に
し
た
場
合
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O
市

か

ら

の

お

寂

い

税

一

市

の

脊

支

所

へ

の

問

民

一

い

合

わ

せ

は

ご

遠

慮

〈

県

一

一

だ

さ

い

。

ま

た

ニ

セ

税

市

一

理

士

、

ニ

セ

税

務

署

員

大

一

に

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

③
親
子
や
夫
婦
が
資
金
を
出
し
て
共
り
ま
す
。

向
で
土
地
や
家
屋
ま
た
は
株
式
等
を
貿

ω婚
姻
期
間
が
四
年
以
上
の
夫
婦
問
で

い
、
そ
の
土
地
等
を
い
ず
れ
か
一
方
の
居
住
用
不
動
産
等
の
贈
与
を
受
け
た
場

名
義
で
登
記
し
た
場
合
合
に
は
、
贈
与
税
内
申
告
を
す
る
こ
と

こ
の
ほ
か
、
個
人
か
ら
著
し
く
低
い
に
よ
り
、

1
0
0
0
万
円
ま
で
で
あ
れ

傾
額
で
財
産
を
譲
り
受
け
た
場
合
唱
、
償
ば
贈
与
税
が
か
か
ら
な
い
特
例
が
あ
り

務
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た
り
、
肩
代
り
ま
す
。

し
て
も
ら
っ
た
場
合
な
ど
も
贈
与
税
円
詳
し
く
は
、
柏
税
務
署
に
お
問
い
合

対

象

に

な

り

ま

す

。

わ

せ

く

だ

さ

い

。

育所得税・贈与税吟柏税務署(下図)
まま (46)2321 

贈
与
税
の
特
例

ω父
母
ま
た
は
祖
父
母
か
ら
自
分
の
住

宅
を
取
得
す
る
た
め
に
資
金
の
贈
与
を

受
け
た
場
合
、

3
0
0
万
円
ま
で
で
あ

れ
ば
、
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
に

よ
り
贈
与
税
が
か
か
ら
な
い
特
例
が
あ

圏
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

給
与
所
得
だ
け
の
入
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
る
人
や
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
内
申
告
を
す
る
人
と
は
止

に
該
当
す
る
人
を
い
い
ま
す
。

①
一
昭
和
臼
年
1
月
1
日
現
在
我
孫
子

市
に
居
住
し
、
昭
和
臼
年
中
に
各
種
の

所
得
が
あ
っ
た
人

③
市
内
に
居
住
は
し
て
い
な
い
が
、

昭
和
剖
年
1
月
1
日
現
在
我
孫
子
市
に

事
業
所
や
事
務
所
あ
る
い
は
塞
屋
敷
を

持
っ
て
い
る
人

③
勤
務
先
か
ら
市
県
民
税
が
差
し
引

か
れ
な
い
人
、
ま
た
は
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
な
い
人

④
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所

得
が
あ
る
人
、
ま
た
は
2
か
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

車
所
得
税
と
異
な
り
、
年
末
調
整
さ
れ

た
給
与
以
外
の
所
得
が
田
万
円
以
下
の

人
で
も
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
(
例
・
利
子
所
得
日
万
円
)

@
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け

市
県
民
税
の
軽
減
を
す
る
人

⑥
他
世
帯
の
方
に
扶
養
に
な
っ
て
い

る
入
、
単
身
で
お
住
ま
い
の
学
生
、
非

課
税
所
得
(
遺
族
年
金
な
ど
)
だ
け
の

人
な
ど
申
告
が
な
い
と
督
促
し
た
り
し

て
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
ま
た
、

所
得
の
有
無
的
確
認
、
非
課
税
証
明
書

町
発
行
、
国
民
健
康
保
険
税
の
資
料
な

ど
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
は
、
別
途
郵
送
い
た
し
ま
す

が
、
届
か
な
い
人
は
申
告
会
場
へ
お
越

し
に
な
る
か
、
電
話
な
ど
で
市
課
税
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

支十反支十長色米軍機使用のtι 基~~、下111 
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臨
鶴
者
鞭
龍
、

韓

年

藷

控

轄

の

額

よる〉

@主主{寸2事告は税務務!こてj二認め日f"以前・以後て'も受!tfすItと芯呼ますの

@ニu義読め午後と日日露日 li受け付けていませλr

.2月24B(金)l立大絞め札lこっき休日となるため申告の'え{れまいたしま分λn

1989企 2.守

出
引
税
者
に
控
除
対
象
際
絞
殺
が
い
る
級
制
札
偶
者
特
別
鐙
脇
陣

場
介
や
出
納
税
務
が
出
魚
以
上
的
場
合
い
い
納
税
翁
司
会
計
所
得
金
首
相
が
8
6
0

は
、
そ
の
所
得
金
綴
か
ら
綾
除
さ
れ
る
万
閉
門
以
下
で
、
燃
側
開
設
自
身
が
こ
の
凶
世

相
酬
が
止
め
よ
う
い
い
改
ぶ
き
れ
ま
し
た
。
除
円
減
用
を
後
け
て
い
な
い
絡
会
に
践

山

山

絞

係

者

控

除

っ

て

適

用

市

さ

れ

ま

す

。

問mm刊
m阿
部
分
的
記
偶
者
姶
除
丹
級
は
、

ω部
分
的
配
偶
者
特
溺
向
日
臨
障
は
司
殻

漁
常
的
奴
偶
数
時
燃
料
怖
に
5
万
円
加
算
き
内
同
級
が
日
四
万
6
0
0
0
m
n
(
前
年
日
万

れ
た
控
滋
相
聞
で
し
た
c
m山
年
分
め
際
関

2
5
0
0
m門
)
に
な
り
ま
し
た
ω

特
徴
除
は
、
次
の
よ
う
に
漁
索
め
削
刷
機
山
州
場
年
者
控
除

殺
校
絞
め
鮒
酬
と
な
り
ま
す

s

胤
品
部
品
制
機
除
制
餌
が
mw
万
円
(
以
誌
は

-
一
日
較
的
検
隊
対
銀
総
淡
お
2
お
万
阿
部
万
円
)
に
な
り
ま
し
た
。

・
名
人
授
晶
体
対
象
畿
酬
関
税
〈
時
制
除
対
象
弾
道
年
者
投
縁
的
対
象
は
、
部
級
以
上

総
帥
桝
殺
の
ヲ
ち
沌
歳
以
上
で
障
謀
議
い
い
門
大
統
訪
年
1
n月
1
日
以
前
に
ゑ
ま
れ

該
当
し
な
い
人

γぬ
万
円
た
人
)
で
合
計
所
得
余
組
問
(
譲
渡
所
得

悶
居
特
別
探
索
殺
℃
あ
る
役
時
開
対
象
的
特
初
出
制
臨
時
前
の
所
得
叫
が
1
0
0
0

総
偶
者
i
訂

万

河

川

nm門
以
下
の
人
で
す
。

d為
Z三ミ

Eモ

日
仏

間
切
和
的
w
年
分
の
所
得
税
の
魚
約
一
世
常
務
く
す
る

だ
め
、
制
棋
糊
場
料
γ
所

得

の

計

算

方

法

判
M
却
仙
波
怒
れ

ま

し

だ

。

す

で

に

1
m村
山
臼
警
で
震
療
鶴
見
銀
幹
郎

む
役
宅
取
得
等
輯
何
回
脳
出
問
除
の
絞
蕊
内
蜘
聞
に
つ
い

て

は

お

知

ら

せ

し

ま

し

た

ガ

、

今

回

は

サ

ラ

リ

i
マ

ン

の

方

h
r
年
金
官
官
蹴
官
給
し
て
い
る
方
料
品
ど

必
然
サ
る
怖
国
際
額
や
一
般
招
待
の
計
側
斜
山
刀
法
の
改
正

内

容

に

つ

い

て

ご

綴

介

し

ま

す

。

詳

し

い

内

容

に
つ
い
て
は
、
納
税
務
緩
怨
〈
組
制

V
2
3
2
f
へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

J1i 

内

労

麟

者

等

の

電

力

還

計

五

人

ま

た

は

室

内

者

轟
要
経
費
、
か
開
力
円
記
刊
誌
計
八
刊
は
ほ
の
設

②
事
業
…
附
掛
川
内
会
総
お
よ
ぴ
雑
一
昨
得

議
内
労
働
者
等
で
卒
業
所
得
ま
た
は
維
新
得
が
あ
る
人
的
、
7
ち
、
次
的
い
す
の
合
援
の
計
算
上
必
蛸
官
級
品
開

ι総
人
?

れ
に
も
当
て
は
ま
る
人
に
つ
い
て
は
、
べ
奉
食
料
酬
が
閉
山
Y
H
m
門
(
ほ
か
に
総
事
絞

絞
入
か
ら
総
除
寸
る
必
婆
絞
殺
に
つ
い
得
を
士
甘
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
叫
慌

て
白
山
万
円
(
抽
陥
に
品
輸
品
糸
砂
が
あ
る
証
明
徐
額
を
控
除
し
た
脚
制
緩
と

t
ま
す
)
に

A
U
M
い
は
、
給
与
所
得
控
除
を
撚
跡

mtた
ゆ
附
た
な
い
人

襲

撃

導

ま

た

は

時

業

費

収

率

専

整

合

該

当

す

る

揖

語

入
金
領
を
鍛
え
る
場
合
は
そ
の
絞
入
金
和
凶
年
分
か
ら
収
入
A

材
料
川
知
万
悶
以
内

額
を
限
度
と
し
ま
す
」
の
絞
然
保
町
慨
が
(
臼
年
ま
で
所
得
全
判
倒
的
品
湾
問
以
内
)
的

総
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
れ
fh
。
人
は
。
紙
偽
者
鐙
絵
、
挨
義
控
除
的
山
城

∞
談
山
内
労
働
潟
、
制
汁
吃
h
員
、
集
金
入
、
用
m
が
ゅ
ん
け
ら
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

年
金
嘩
鎗
蓄
の
方
へ

U 調

サ
ラ
リ
ー
…
γ

ン
一
総
与
所
得
者
)
が
、
ま
た
、
勝
校
中
年
金
、
問
芯
給
一
一
時
間
部

一
定
的
姿
件
に
当
て
は
ま
る
転
倒
授
、
払
帽
を
一
除
〈
)
、
鎖
国
山
部
会
ふ
わ
ゆ

rh的
公
約
年

緋
緩
購
買
な
ど
の
特
定
支
出
を
し
れ
~
場
合
傘
言
、
こ
れ
ま
で
給
空
所
得
と
ぎ
れ

円
へ
そ
め
年
中
の
特
定
支
出
の
め
昔
日
計
総
て
い
ま
し
た
が
、
所
得
区
分
が
総
研
絡

が
給
与
説
得
移
譲
を
総
え
る
と
き
辻
、
に
改
め
ら
抗
ま
し
た
ω

こ
の
公
的
年
金

制
抱
え
る
額
を
更
に
給
与
所
得
総
か
ら
控
等
の
一
昨
得
金
制
閥
的
計
算
方
淡
泣
下
総
町

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
つ
に
な
り
ま
主
お
り
で
す
(
控
徐
認
は
↑
思
表
泰
照
吋

し
た
匂
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の
う
え
お
出
か
け
〈
だ
幸
い
ω

税

強

会

に

よ

る

無

料

申

告

穏

談

申
告
品
川
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
亡
、

脱
線
e
ゃ
ん
に
よ
る
然
科
格
設
が
左
表
向
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
礎
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
き
い
。

納

税

務

審

の

出

張

申

告

相

談

培
総
務
署
内
総
帥
H
M
ぺ
下
総
申
告
カ

レ
ン
ダ
ー
の
日
程
に
よ
り
所
持
続
磁
波

申
務
内
出
漁
船
間
後
を
ね
い
ま
す
。

mm
部

分
確
妓
申
鈴
惜
齢
制
細
川
帆
め
滋
品
内
幸
俊
日
り
て

い
ん
な
力
片
山
、
送
付
さ
れ
た
滋
鞘
慨
を
持
容

地

w，H
分
が
住
ん
で
い
る
務
総
俗
叫
附

綴
苦
情
綱
渡
L
た
と
き
の
3
0
0
o
w
h

m
円
め
時
特
別
機
総
多
佼
け
る
場
人
H

③
8
分
が
住
ん
で
い
る
総
件
同
時
間
選

を
W
H
換
え
・
交
換
し
た
と
き

ゅ
柏
村
絞
め
犠
数
懸
案
涯
を
突
撃
令

交
換
し
た
と
ち

③
中
高
麗
鼠
火
山
崎
築
物
滞
在
総
附
加

す
る
た
め
統
成
市
街
地
盤
誌
に
あ
る

太
線
縁
者
脚
内
燃
え
‘
変
地
問
し
た
場
合

品
市
浪
用
等
に
よ
り
代
終
え
・
交
換

d

、
切
長
続
q
h宮

i

jを

Jf

総
し
く
は
品
開
税
務
署
、

抑
制
初
日
年
中
に
土
地
や
磁
物
音
符

っ
た
方
は
‘
磁
波
所
得
の
確
定
申
殺

が
山
知
商
慣
で
、
て

ま
だ
申
告
手
絞
詰
悲
し
て
い
な
い

カ
は
、

3
旬
月
日
呂
ま
で
い
い
線
一
一
見
事
ι
情

勢
〈
分
後
欄
齢
制
慨
用
哨
〉
、
契
約
書
、
揖
同
校

書
、
対
助
隊
等
令
持
っ
て
税
務
削
指
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
液
神
山
記
所
得
的
特
例
に
よ
り

税
制
酬
が
鉱
山
間
怒
れ
な
い
次
の
よ
う
な

場
合
に
も
串
告
が
め
狭
小
、
す
ら

①
土
地
や
建
物
な
ど
を
雨
問
機
内
務

厳
資
綴
と
交
換
し
た
場
合
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滋
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品
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i
の
川
M
m
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〈
湖
北
釈
湾
口
後
歩

2
分
)

怨
抑
制

t
i
1
1
3
1

日
活
胎
動
)
行
い
い

NAIlη

ニ
れ
か
ら
父
毅
・
m
閣
綴
に
牟
る
方
へ
吋
ザ
チ
鈴
令
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

子
供
存
ゑ
み
叫
宵
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

d

畠
細
腕
学
級
臼
緩

な
い
い
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
ご
夫
織
で

…
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
む
ぜ
ひ
、
ご
炎
機

内
/
/
』
一
で
務
総
し
て
く

Jihい
。

:

…
wv
日
時

2
月
時
間
終
(
土
)
午
潟
9
時
刻

r
一
八
甘
か
、
り
日
露
骨
ま
で
議
け
Hmけ
は

ザ
レ
…
山
一
一
自
会
場
で
午
紛
9
時
か
ら
}

一
V
内
務
常
一
時
ミ
リ
映
写
ぷ
時
と
予
の

…
き
ず
な
」
*
中
部
ち
ゃ
ん
の
お
及
活
的
人

一
れ
方
〈
耐
熱
脳
出
…
)
本
相
暗
に
な
る
と
い
う
こ

…
と
は
(
話
)
き
ぞ
的
仙
服
務
談

一
嗣
門
時
制
門
間

一
V
時
一
間
や
的
削
9
時
一
加
分
か
ら
お
時
間

…
暗
ま
で
(
第
3
開
倒
的
み
午
後
1
時
か
ら

一
3
時
ま
で
)

一
マ
持
参
母
手
掛
府
綴
苧
同
駅
お
よ
び
築
制
晶

一
層
呉
は
相
時
間
出
納
付
事
。
第
l
問
問
闘
は
パ
ス

明;ま

寺Z大く

豪邸だ好J2
3祐号吉事
3意志 が

8品

青

兜

椙

議

必
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
、

AA
か
更
に
な

る
と
表
情
も
山
内
臓
か
に
な
り
よ
く
然
。
ヴ
ょ

う
い
い
な
り
ま
す
e

保
健
悦
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
時
綴
肉
体
ち
ゃ
ん
を
中
心
い
い
祢
ち

ゃ
え
休
明
怖
を
行
っ
て
い
ま
品
九
手
足
を

よ
く
動
か
す
ニ
と
な
ど
、
お
母
さ
ん
め

働
き
か
け
に
よ
っ
て
能
ち
ゃ
ん
の
成
長

を
す
ば
ら
し
い
も
め
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
N
M
与
勺

wv
綴
時
陣
内
容
身
体
許
制
側
、

ιめ
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
同
相
談
、
燃
料
抑
制
談
、
同
席
補
間

蹴
閉
め
出
相
談
な
と

d

明
湾
線
機
滋
出
口
程
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一

す

〈

慾

航

空

そ

の

船

出

に

冷

叫

べ

め

ま

な

昧

が

あ

り

ま

せ

ん

人

り

ま

す
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こ

こ

で

検

し

霊

長

け

る

こ

…

一

撞

康

メ

モ

晶

憎

い

、

息

切

れ

、

筆

、

雪

気

な

ど

め

そ

の

他

宗

号

し

て

、

復

で

と

に

よ

っ

て

、

病

気

霊

草

案

こ

…

，

d

震
が
紛
る
こ
と
も
あ
り
ま
。
了
起
人
工
呼
吸
必
ず
る
こ
と
も
効
臨
時
的
方
法
皇
警
持
政
で
き
ま
す
の
一

一
心
筋
綾
窪
と
は
、
心
機
に
塩
液
を
心
筋
援
纂
は
令
線
機
と
L

と
も
に
寂
淡
来
が
あ
り
ま
ナ
が
、
こ
れ
は
あ
る
叫
阿
波

C
C
む
を
燃
え
て
い
る
者
戸
近
h
A

病
的
問
一

一
滋
ワ
ニ
ん
で
い
る
冠
状
動
阪
の
ど
れ
が
な
く
な
る
こ
と
が
多
〈
そ
の
ま
ま
の
訓
練
を
£
警
と
し
ま
す
ω

全
日
酬
明
か
ら
調
べ
て
お
く
こ
と
も
大
一

一
か
が
つ
ま
っ
て
そ
の
血
液
に
よ
っ
放
っ
て
お
く
と
死
ぬ
ニ
と
が
あ
っ
ま
す
の
ま
た
、
総
痛
め
制
緩
い
か
乾
く
と
も
助
事
で
し
ょ
、
九
一

一
て
縫
い
て
い
た
富
が
総
統
を
お
こ
霊
譲
止
し
て
は
、
露
童
叩
打
か
さ
と
は
禁
物
で
す
。
と
に
か
〈
数
震
に
、
由
主
は
約
す
よ
り
も
子
一

目

し

て

、

そ

の

護

実

っ

て

し

ま

う

器

禁

つ

議

室

主

例

外

二

一
と
い
う
滋
ろ
し
い
病
気
で
す
a

そ
の
一
一
一
日
中
目
一
一
一
一
一
一
一
一
一
吉
一
一
一
喜
一
一
…
一
日
中
…
一
一
一
一
一
一
一
一
は
あ
り
ま
せ
ん
c

危
険
鶴
子
と
い
つ
…

詰
…
窓
口
一
三
一
三
一
一
一
一
一
垣
間
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
口
二
う
そ
く

…
襲
、
限
が
妥
結
に
な
っ
て
長
室
一
一
一
一
一
一
一
〓
喜
一
一
室
長
聖

E
E
睦

韓

B
E
F

て
、
安
全
い
き
お
こ
し
た
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章
一

一
た
つ
京
耐
震
〉
、
心
織
が
身
体
中
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一
一
一
一
昨
一
一
条

T
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差
別
な
実
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分
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多
一

w

怒
鳴
叫
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ヲ
ザ
勺
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と
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た
り
(
シ
ョ

:
;
:
j
i
-
-
j
j
j
j
i
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-
-
j
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い
会
事
、
綴
分
的
多
い
食
事
な
ど
ぞ
一

…

y
と

し

て

、

時

に

は

毒

に

か

か

法

と

い

っ

て

慾

奮

起

完

全

百

急

車

高

よ

か

、

震

2雪
云

す

n

品

か

ら

内

芸

品

談

し

ニ

出

M
J
f
w
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M
一
以
濯
機
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J

…

わ

る

ニ

と

が

あ

り

そ

後

と

し

て

定

左

翼

主

)

を

加

々

も

?

浸

け

る

ニ

と

で

す

包

襲

室

長

め

る

こ

と

が

大

切

二

津

川

同

鴻

陣

回

同

冶

し

一

症

状

と

し

て

は

、

絡

め

空

中

が

ン

チ

〈

ら

い

上

か

ら

療

に

向

っ

て

専

心

総

務

完

治

療

は

、

つ

ま

っ

た

血

し

ょ

う
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吋

た
方
も

V
義
昭
和
窓
口
月
議
に
生
二
議
さ
れ
る
主
ヲ
に
ヂ
誠
司
首
、
こ
ぶ
し
で
で
き
る
だ
け
?
手
数
管
室
く
守
王
切
に
あ
り
ま
す
。
絞

V
問
い
合
わ
廿
葉
子
市
需
品
二

れ
、
一
度
一
色
C
G董
を
受
け
て
い
一
あ
ご
、
襲
警
妻
、
主
総
)
凶
た
た
く
立
が
あ
り
ま
す

u

泌

を

近

で

は

、

妻

は

C

C

E
革

委

信

表
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な

い

乳

幼
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室
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し
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こ

に

警

が
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が
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れ
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れ
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撃

に
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T
時
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午
後
1
時
日
分
か
ら
2
時
却

分
ま
で

V
持
参
母
子
輪
開
淡
苧
絞

四
周
炎
熱
な
ど
心
配
な
と
舎
は
主
治
医
に

制
相
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内
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お
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で
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だ
さ
い
“
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絞
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総
緩
H
m
C
G
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午前10待~午後4姥

一
昨
琉
僻
刊
紙
、
父
朝
時
的
役
制
慨
を
み
つ
め
な

お
し
て
み
ま
せ
ん
か
む

ご
利
用
く
ど
幸
い
の

V
拙
間
務
母
子
健
康
手
線
、
問
診
謝
申

{
幾
百
出
も
忘
れ
T
Mい
町
出
入
し
て
下
さ
い
〉

4
1絞
6
か
月
開
局
鍵
臨
開
館
綴
門
口
幾

胤
開
札
兎
帥
世
診
は
蹴
坤
子
機
織
本
T
柑
棋
の
無
料

券『

3
1
6
か
月
周
、

9
i
れか附月…

m一

を
務
総
L
窓
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
土

日
朝
閣
直

を
い
誌
が
い
日
訪
日
海
軍
躍

的
ば
え
て
数
弊
が
広
が
っ
て
い
事
ま
す
白

V
品
開
織
防
制
的
年
H
U

湾
岸
本
(
渦
瑚
知
が

子
ど
も
か
ら
呂
が
総
せ
な
い
時
期
で
大
い
事
ま
す
}

変
な
毎
日
で
ず
が
、
慈
本
的
な
然
滋
同
軍
沼
時

2
月
鴻
呂
(
金
)
午
後
1
時
日

然
、
ヶ
身
に
つ
け
き
品
な
る
ふ
〈
切
な
時
間
期
で
分
か
ら
2
時
日
分

す

。

軍

持

参

傍

受

幾

康

手

間

紙

、

隊

、

品

開

プ

織
金
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
も
=
7

ヲ
シ

遊 2長z
ぷ主自だ議

のら描撰ゐ議
Aち楽"1 
内や子乙琴
λ ち J
A〆 h 主?

とよ号

官将本

石ピ来ぞ
はノ、

く宙定 妻子
け学き

i啓ぃ者γ
自〆

き祐Zか)

義足な

線開問
T
幼
附
%
が
い
つ
も
そ
的
姿
求

を
い
殺
し
て
い
る
峨
波
町
内
心
配
に
ふ
札

ま
し
た

G

子
ど
も
話
、
成
銭
円
い
つ
れ

2

て
た
〈
さ
ん
め
凶
間
総
主
粂
ワ
越
ー
な

P
R
U
 

同
吋
く
て
は
令
り
ま
せ
ん
。

刊
明
た
と
え
ば
、
叫
に
蝋
お
父
さ
ん
と

し
川
出
に
絞
り
叫
け
を
戒
し
、
や
っ
と
附
川
上

村
け
に
た
ど
り
つ
い
た
後
的
数
か
な
み
め

U
H

り
は
、
品
川
い
な
が
ら
我
慢
し
て
叫
定

作
蕊
び
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
昔
日
間

ま

け

る

し
ζ

緩
い
ま
す
。

務
総
室
で
は
、
お
子
き
ん
の
閉
経
t
行

動
に
つ
い
て
絡
径
を
守
っ
て
、
納
制
時

ffj寄
っつ 4保

てた縫
い方セ
手のン

たタ
め 1

4、;こで
の鱗 1;'
待神
ら型皆心
ア玄母宅グ》

や絡協

ぎ撃さい斗

後
日
臨
セ
ン
タ
i
で
は
、

3
月
中
旬
か

ら
下
勾
じ
憾
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
鞭
殺
を
盤
貴

絡
し
ま
す
。

受
診
余
録
制
部
M

守
れ
る
方
は
、
来
的
援

綴
で
お
申
し
込
み
〈
村
ん
さ
い
。

な
お
、
税
務
総
療
中
あ
る
い
は
検
喪

中
的
方
は
ご
遠
縁
〈
だ
幸
い
。

V-
対
謀
議
山
門
校
伎
の
制
緩
以
ょ
の
方

V
申
込
方
法
ハ
が
々
に
下
認
め
事
調

を
一
記
入
し
、
2
m
A
却
日
(
同
月
‘
潟
印
宥
叫
期
〉

ま
せ
に
補
問
北
台
ー
の
は
的
措
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

方
が
と
つ
で
ず
い
ぶ
ん
後
わ
る
も
の
で

す
。
び
と
り
で
制
服
ま
な
い
で
気
絡
に
ど

制
判
開
聞
く
だ
き
い
。

V
串

L
込
み
慨
総
予
約
。
日
時
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

V
提
出
一
神
絞
内
科
医
横
山
達
郎
党
ゑ

同
副
岡
留
置
一

蹴
哨
こ
り
や
回
融
識
で
悩
ん
で
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
識
一
昨
羽
は
僚
制
抑
制
帽
綴
も
お

受
け
し
ま
す
の
で
お
気
融
制
に
ど
フ
ぞ

9

wv
時
潤
午
後
1
時
給
分
か
ら
3
時日間

分
「
受
付
午
後
1
時
か
ら
l
時
却
分
)

V
申
し
込
み
品
開
掛
開
校
ン
タ
}
へ
後
緩

ま
た
は
中
執
機
お
い
で
く
紅
専
い
。

-
役
続

@
氏
名

@
余
年
月
間
叫

@
年
齢

@
紳
防
総

a

帯
電
器
時
番
号

@
保
険
的
議
開
胡

〈
問
自
保
・
校
保
・
そ
の
他
}

113 

d

句
燃
と
り
・
開
鑑
穣
線
慾
窃
総

脅

躍

鰻

韓

関

で

一
向
勝
概
静
・
一
時
一
復
調
組
合
↑

…

の

?

?

融

制

緩

措

幅

一

予
防
線
燃
は
後
由
市
出
慨
深
で
佼
け
て
く

だ
M

添
い
。
な
お
、
然
繊
医
療
機
腐
は
、

「
技
孫
子
市
保
健
ゼ
ン
グ
勺
?
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
u

マ
持
品
世
母
子
健
康
手
殺
と
山
叩
鐙

V
醜
民
間
問
就
学
錦
町
ま
ぞ
祭
料

磁

場

者

お

よ

び

接

緩

期

間

開

…

1
綾
め
幾
生
H
か
ら
総
学
訴
ま
で
の
珍
克
(
1
日
出
接
種
ー
な
れ
ベ

生
横
路
か
月
か
ら
お
か
月
時
市
内
に
接
種
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
…

いい
h
立
持
品
γ
l
i
l
i
-
-
i
i
i
|
L

E
議
的
畿
定
自
か
ら
毅
苧
前
ま
ぞ
的
幼
児
i

を
お
奇

3
綴
を
生
…

続
出
切
か
丹
ま
で
の
円
に
緩
磁
を
す
る
こ
と
が
議
ま

t
勺

Z
期
…

は、

3
5
8
遜
舟
開
制
闘
で
3
翻
按
時
開
。

2
期
は
.
3
期
終
了
龍
一

1
与
以
上
を
あ
け
て
Z
防
接
持
慨
匂

8
月

を

除

〈

学

務

。

一

i
h
F
i
i
i
i
b
i
s
h
1
t
f
i
h
l
v毘
時
五
日
自
(
尽
午
約
9
時
却

和

iu-討
合

主

古

川

明

日

醐

宇

品

1
m
v
ξ
2担
分

か

ら

午

後
3
時
窓
(
正
午
か
ら
午

C
行
弘
行
パ
』
門
川

u
g
n
、nuH袖
付
加
ノ
u
，

写

会

後

l
時
ま
で
体
抽
出
)

V
議
所
市
役
品
川
町
北
隊
小
ぷ
嗣
閥
的

2
月
時
間
、
市
役
所
玄
関
髄
で

Z
U会
わ

せ

厚

生

堂

議

献
血
位
鑓
康
繁
濃
い
い
役
玄
ち
ま
す

献
鳳
を
事
れ
る
と
、
生
化
学
校
盗
と

迫
撃
脅

2
月
依
然
の
霊
長
計
数
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
噛
錨
制
強
調
推
進
月
綴
こ
の
検
殺
は
雫
血
液
の
成
分
や
菰
液

u

a

f

z
汚
は
千
織
慌
時
的
献
撫
山
町
内
酵
繁
な
ど
の
放
機
を
朝
間
べ
る
こ
と

畿
地
鵬
議
銭
円
問
で
タ
e

に
よ
り
体
的
義
常
を
克
つ
け
る
お
安
と

特
に
、
都
粛
に
は
裁
胞
な
る
も
の
で
す
。
隙
駆
的
封
印
度
お
知
ら

細
胞
が
減
少
し
、
血
液
が
本
せ
す
る
あ
な
た
の
数
値
と
穣
単
総
会
比

足
し
ま
す
。
的
相
す
る
と
と
も
に
紀
給
し
て
お
く
と
、

紛
き
ん
の
横
様
約
九
鳩
山
」
議
血
の
た
が
ご
と
の
変
化
が
分
か
り
、

協
力
を
お
綴
い
し
ま
す
。
燥
機
ι
管
理
に
役
立
ち
事
す
。
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I 3 t，I 的事事

V
時
間
関
午
後
3
時
開
合
か
ら
4
時

留
守
対
象

4
緩
か
ら
9
哉
の
党
灘

豊富750雪量

市
川
山
間
隔
闘
書
柑
聞
で
は
、

2
R
H
M
門
口
〈
先
)

か
ら
鵠
島
町
火
、
丹
問
、
約
制
御
ず
!
タ
的

正
時
時
位
争
品
開
つ
た
め
的
蔵
書
道
検
定
ぬ
甘

い
ま
す
鈎
ニ
的
た
め
、
ニ
め
附
間
間
同
市
災

図

帯

官

制

蹴

は

お

休

み

と

な

り

ま

す

喫

¥

寝

悼

陥

〆

端
綱
神
仙
台
分
館
一
絞
融
制
壁
一

休
館
中
川
円
本
内
返
却
は
で
き
ま
せ

μ
餓
碧
雲
、

ん
ω

し
ば
ら
く
の
閥
、
ご
違
黙
を
お
胤
W
V
体
総
ホ
ソ
フ
，
ヵ
l
ス
テ
ン

(
F

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
緩
い
し
ま
問
}
、
チ
口
ル
一
F
叩
可
ウ
f
i
ン
的

す

。

剖

明

(
p
m
)、
γ
ナ
ウ
エ
ッ
ャ
ン
ン
ゲ
ン

な
お
、
A
T
肉
付
の
お
は
な
し
会
は
、
蔵
〈
F
8
)

轡
点
検
の
た
め
、
間
同
副
臓
が
2
間
関
に
者
り

V
持
議
飯
村
大
常
時
〈
中
時
在
段
〉

一
お
は
な
し
品
誠
一

v重
量

的

抗

争

閉

山

、

毒

「
l
l
i
f
i
l
i
-
-
!
?
i
i
l
i
i
L
{
F
日
)

va総
本
草
月
2
器
(
本
)
宮
刑
問
問
金
館

V
仲
殺
校
。
域
総
瀞
〔
栄
在
校
〉

鰍
僻

4
会
議
議
泳
2
n
9
ロM
(

本
)
布
佐
分
出
山
田
揖
一
帯
銅
剣
い
ず
れ
も
Z
R
E
民

館
お
は
な
し
の
へ
や
{
本
〕
か
ら
回
目
(
門
口
〉

窃
G
A
V
G
A
V串
轟
轟
品
購

H
綴
り
ま
す
“
u
J

後
気
齢
制
幸
徳
布
(
東
芝
)
へ
閣
制
緩
官
一
的
)
5
v

V
麟
料
で
*
隠
本
人
前
貯
(
ガ
ラ
ス
ん
ノ

0
3
7
1
〉
*
こ
た
つ
〈
品
伊
藤
惜
へ
的
中
)
V
申
し
込
み
佐
官
時
絡
先
へ
蜘
眠
時
宿
電
蕩

!
ス
付
)
〈
千
浪
宮
(
鴎
〉
2
6
4
4
V
1
2
6
5
V
場
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
我
訴
し
て
く
だ
さ
い
舎
な
お
、
コ
ー
ナ
i
掲

*
ひ
な
絞
ヒ
ッ
ト
内
野
原
告
(
回
~
7
5

予
庁
ス
問
問
)
〈
中
務
官
(
間
)
2
4
6
7
〉
裁
は
‘
市
民
生
神
間
潮
岬
消
焚
律
的
問
聞
で
、

0

6

0

{

霞
裁
は
ホ
・
日
開
噛
闘
の
み
)
〉

H
怒
っ
て
く
だ
さ
い
号
泣
認
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
c

wv
有
料
で
本
電
子
レ
ン
ジ
(
同
口
氏
可
*
留
地
品
川
自
転
車
ハ
伊
錐
宮
(
関
〉
2

2

6

V
問
い
合
わ
せ
市
誕
生
活
議

一ギ
M
V
ラ
リ
ー

主持14詞~鶴田

購

体

2
丹
時
自
冊

市
畏
会
館
で

世
間
部
大
学
に
学
ぶ
学
級
生
が
、
一
年

間
的
学
期
嗣
成
幾
や
ク
ラ
プ
納
品
則
的
成
問
献

を
発
琳
献
す
る
楽
し
い
繰
り
そ
す
。
縮
刷
制
粧

に
お
抽
惜
し
く
だ
さ
い
。

w
v
a
時

2
月
四
日
〈
m
m
)
午
前
時
時
か

ら
午
後
3
時
加
八
万

V
場
所
市
民
会
品
開
{
入
場
無
料
)

V
山
内
容
ネ
ホ
i
ル
手
茶
、
カ
ラ
オ

ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
臨
ん
録
、
社
交
ダ
ン
ス
、

誇

崎

、

災

錦

、

夜

簿

、

各

学

阜

の

市

山

し

で

、

年

間

…

府

部

隊

当

た

り

約

U
H
U
、
日
②
韓
議
機
眠
時
は
、
部
緩
め
大
き
き
ゃ
僚

も
の
な
Y
L
金

泳

表

*

大

会

議

釜

本

率

九

軍

隊

寸

は

約

部

一

々

々

日

ど

も

の

節

約

う

人

に

合

わ

せ

た

も

内

会

設

う

。

塁
側
、
数
句
、
品
熱
戦
幽
袋
、
野
外
飲
媛
、
家
経
で
僚
フ
ぶ
ネ
ル
ギ
ー
の
3
分

の

が

で

き

ま

す

。

@

お

端

捕

の

上

手

者

使

い

方

ゲ
i
ト
ポ

i
ル
、
各
都
年
的
作
為

Z
を
お
め
る
壁
一
掃
問
問
、
給
湯
田
市
町
北
ネ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
総
た
ち
の
大
切
な

mwお
闘
納
品
は
樽
い
た
ら
寄
る
べ
く
繁
桟

な

ど

を

師

概

数

ル

車

、

i
泌
嘗
車
叫
川
、
近
年
急
機
織
向
に

a
共
有
数
獲
九
一
人
ひ
と
り
め
ち
ょ
ゥ
が
次
々
と
入
る
。

留
守
問
い
合
わ
せ
中
央
公
開
問
あ
り
ま
す
。
と
し
た
心
掛
け
で
大
撃
な
省
エ
ネ
に
な
③
冬
め
お
風
呂
的
水
は
り
は
梯
か
す
復

館
宮
(
山
由
〉
0
5
1
5

例
え
ば
畦
務
機
絃
を
Z
皮
下
げ
る
と
‘
り
ま
司
、
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
i
を
上
手
前
に
す
る
。

附
州
地
換
露
で
‘
年
照
一
家
附
粧
品
哨
り
約
却
に
使
う
た
め
、
渡
四
時
や
お
蕊
昂
的
機
い
③
シ
ャ
ワ
ー
の
本
は
お
し
紋
し
に
せ
ず
、

口
、
総
本
全
体
で
は
約
的
万
キ
口
ひ
銭
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
必
相
官
の
な
い
と
き
は
止
め
る

約
に
な
り
牢
す
e
ま
た
、

1
灘
間
に
2
滅

。

上

事

牟

緩

房

の

心

掛

付

③

携

わ

か

L
問
時
的
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン
ブ

お
縁
日
闘
の
2
度
だ
尋
を
や
め
、
家
総
が
窃
唆
閥
的
は
、
退
淡
繍
節
を
こ
ま
め
に
行
は
こ
ま
め
に
摘
す
n

次
々
に
入
洛
す
る
だ
け
で
、
総
油
換
算
汽
漁
皮
に
な
ら
な
い
よ
3
心

掛

け

る

@

(

市

災

生

活

課

)

発罰事畿巷~覇くだ注い

エネJlIギ祖国は
たちの明共有蹄産か

吋
我
孫
子
市
体
管
協
会
総
介
h

・4
間関

一
塩
正
総
務
，
ん
に
却
問
介
l
て
い
た
だ
い

寸
パ
ツ
ロ
ー
ン

L
4
パ
y
コ
i
ン
一
と

於
鋭
い
テ
ニ
ス
ポ
i
ん
を
打
ち
か
手

狭
音
が
今
口
u
も
等
〈
。
「
ナ
イ
ス
サ

i
プ
ヘ
「
ナ
イ
ス
ス
サ
ッ
シ
A
L
O

明

毛静

時
都
は
、
日
同
部
ぶ
り
る
ス
ド
viぃ
?
の
践
し
め
っ
き
や
揖
滞
納
な

に
交
通
事
故
に
よ
る
死
運
転
に
よ
る
も
の
四
百
理
較
を
す
る
燃

者
が
一
万
人
的
大
粛
を
は
、
へ
ん
メ
ソ
ト
告
漏
崩

Lh
後
余

撚
銭
。
そ
め
中
で
、
特
務
転
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

に
目
立
つ
の
が
一
一
輪
磯
ま
た
、
滋
転
車
め
務
故
も
潟
、
え
て

に
よ
る
死
亡
率
紋
で
す
。
い
ま
す
。

E
人
練
り
や
片
手
柴
り
な

気
分
転
換
に
と
効
果
は
バ
ッ
グ
ン
α

救

m

近
認
証
開
示
足
で
お
附
臓
が
で
て
き
た
あ
を

た
、
生
滋
織
し
く
付
き
合
え
る
ス
ポ
i

ツ
と
し
て
綬
式
テ
ぷ
ス
を
蛤
的
て
み
ま

せ
ん
か
白

V
照
い
会
わ
せ
綴
筑
テ
ニ
ス
淵
閣
総

背
附
拙
英
蕊
官
〈
山
間
)
6
5
2
2

次
闘
は
総
選
透
明
胤
者
間
制
Arし
ま
す
。

び官民

1

多
く
，
準
し
h
M

ス
タ
イ
ル
は
齢
制
校
総
向

一
時
期
閣
は
ご
め
ブ
!
ム
で
は
を
い
炉
、
誠
、
レ
ジ
ャ
ー
中
山
震
と
き
ま
ま
ー

そ
れ
で
も
テ
ニ
ス
人
悶
は
他
の
ス
ポ
!
こ
れ
ら
の
多
機
な
幾
重

ツ
を
淀
倒
閣
す
る
。
そ
れ
と
い
う
め
も
テ
好
容
を
一
つ
に
ま
と
欝

ニ
ス
は
、
年
齢
、
快
酬
明
者
間
わ
な
い
ス
め
て
い
く
こ
と
が
繊
細
細

ポ
1
ツ。

5
総
ご
ろ
か
ら
部
議
代
ま
で
、
燃
の
第
一
内
線
師
聞
で
繍

恋
人
間
州
議
、
炎
録
、
議
後
な
ど
で
そ
め
あ
る
@
総

人
的
後
担
問
、
体
力
に
応
ヒ
て
期
惜
し
ん
で
毎
年
濠
践
で
は
、
醐

い

る

@

ク

ラ

ブ

対

鋭

戦

、

熱

ぬ

そ
ん
な
テ
ニ
ス
仲
間
州
ヘ
職
場
で
は
然
資
大
会
議
革
命
等
協

災
世
弔
問
凶
チ
i
ム
を
‘
ま
た
市
内
で
は
裁
金
、
シ
ン
グ
ル
戦
、
総

務
殺
が
緩
ま
っ
て
ク
ラ
ブ
チ
i
ム
者
総
事
州
内
大
会
等
の
お
櫨
塁

内
三
ぞ
れ
が
活
躍
を
し
て
い
る
寄
緩
技
会
議
姥
そ
ぽ

ζ

れ
ら
の
チ
ー
ム
で
構
成
す
る
仰
が
の
ほ
か
、
硬
式
テ
エ
酔

機
中
山
テ
ニ
ス
滅
畑
地
。
発
足
は
3
年一訴し
ι

ス
の
普
及
み
管
制
同
約
と

Z

新
し
く
、
欄
怖
を
「
我
孫
子
市
硬
式
テ
品
し
た
初
心
者
講
務
命
鍾

ス
ク
ラ
プ
」
、

1

つ
〈
し
野
チ
ェ
ス
ク
な

rの
イ
ベ
ン
ト
も

ラ
プ
」
噌
吋
つ
〈
し
叫
軒
ブ
ラ
ザ
ー
メ
ヘ
行
っ
て
い
る
。
相
臨

「
説
本
後
気
時
明
災
テ
ニ
ス
部
ヘ
ぷ
目
立
お
し
ゃ
れ
で
緩
や

精
機
硬
火
テ
一
一
ス
部
L

、
「
フ
ァ
ζ

ワ
か
な
ス
ポ
ー
ツ
硬
式

1
テ
ラ
人
ク
ラ
プ
サ
i
テ
ィ

i
L
め
6

4
ア
ぷ
ス
。
議
動
不
足

チ
i
ム
が
綴
綴
す
る
e

や
ス
子
レ
ス
の
鯵
消
、

IlliH 

俳

句

野
口

奴
附
州
八
サ
子

一
括
総
務

綾
子
鴎
〈
ま
こ
と
身
近
に
蕊
も
で
り
酒
林
保

約
緩
め
あ
た
り
を
問
問
み
冬
ホ
立
山
崎
誇
…

子
大
川
間
抑
制

η
し

軒

に

開

門

明

り

東

武

久

子

i

鳥
同
相
続
け
花
柊
め
臓
に
山
凶
ヴ
山
口
索
開
同

υ
宰
鴇
み
て
閥
均
一
人
で
年
制
出
窓
縄
問
源
治

日
総
縫
に
そ
び
え
し
滋
ふ
み
の
紛
務
一
帯
殺
厳
守
代
子

、
十
海
暮
れ
て
織
に
ぬ
れ
み
し
冬
幻
公
手
学
的
麟

染
あ
容
や
か
に
淡
兇
え
て
山
山
絞
る
一
ニ
瀞
和
夫

、
同
胞
格
的
U
M
韓
航

L
貴

し

協

野

草

髭

谷

川

敏

子

2
4

ぬ
も
共
に
畿
管
来
し
間
哨
制
約
終
は
る
校
あ
す
は
滋
と

選
ふ
附
附
↑
紛
糾
h
A
り

い

鈴

木

縫

紋

・
京
都
成
町
制
判
お
だ
や
か
は
鴫
け
に
け
り
消
し
ず
か
な
る

寛

奮

を

附

川

島

っ

、

三

谷

和

夫

]
川
崎
急
た
る
の
み
ど
ワ
イ
ン
い
い
溜
し
つ
心
い
ふ
か
く
愛

i

出

胞

を

欲

る

井

上

市

開

制

拍

手

一
鴻
門
口
町
タ
ベ
削
川
狩
を
し
め
に
つ
つ
臼
縛
め
が
し
を
去

と

叫

闘

し

ぬ

制

時

間

也

市

民

以

七
骨
格
的
朝
日
同
党
か
れ
ば
天
象
的
綴
御
の
ぷ

x
i
ス
テ

レ

ビ

よ

り

流

る

小

山

山

礼

子

休
m
終
的
夜
を
電
総
来
ぬ
ポ

i
ナ
ス
に
て
貿
脇
併
せ
り
と

抽

艇

の

は

ず

む

持

橋

場

予

鈴

子

孫
耐
則
的
生
糸
工
場
ω摂
さ
れ
て
八
十
年
時
歴
史
は
開
閉
ざ

す

火

杉

山

一

帯

一

議
け
む
り
の
山
田
恭
と
な
り
し
夜
品
十
万
き
露
天
心
議
も

る

鴻

扇

舟

の

蜘

闘

機

由

時

八

重

子

お
友
い
の
党
に
も
向
か
け
鰐
怒
に
山
郎
会
え
る
人
的
多

く

な

り

如

く

興

対

一

一

一

…

…

野
内
鳥
も
キ
枯
れ
と
な
り
航
、
え
た
る
か
殺
の
作
り
し

キ

ャ

ベ

ツ

啄

台

湾

問

清

一

総

軍主
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げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
線
級
印
年
に

手
資
沼
で
、
大
総
ヂ
モ
グ
ラ
シ
i
刑期以

来
的
地
一
明
新
総
殺
強
食
「
自
学
中
心
、
一
王

こ
の
春
西
汚
か
ら
汝
滋
火
学
的
テ
鶴
子
市
由
民
編
曲
取
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。
務
絞
判
附
い
の
笑
践
者
、
子
浜
山
市
↓
削
即
納
悦

レ
ピ
綬
業
科
両
院
に
殺
孫
子
衛
内
内
部
品
講
義
に
最
初
に
登
場
す
る
総
念
陣
は
、
後
を
は
ヒ
め
四
名
泣
く
{
多
く
は
な
教

A

ザ
泌
が
蹴
札
機
し
ま
す
。
専
門
科
亘
社
祭
絡
神
社
境
内
そ
悩
押
泳
部
〈
滋
隊
二
明
認
)
が
道
叫
賊
し
た
務
外
的
淡
縦
酵
の
背

品
一
仰
と
副
総
説
例
)
的
も
っ
ち
「
近
代
a
本
内
総
日
間
)
可
制
納
後
嫌
い
(
間
切
総
論
)
「
明
治
景
位
、
「
統
地
問
的
教
科
♂
を
み
、
戦
争
と

ん
ぬ
滋
と
一
社
会
」
の
一
議
畿
の
い
わ
ば
火
山
競
淡
掛
け
醜
い
へ
火
正
4
)
で
、
自
篠
崎
教
榔
悶
を
一
地
域
に
縫
視
し
ま
す
む

主
役
で
す
ョ
こ
の
科
協
同
M

「
詩
本
人
争
時
的
地
元
兵
士
の
無
事
を
総
樹
糊
し
た
次
に
視
角
を
か
え
て
地
域
内
総
絡
を

の
生
吋
簡
は
、
明
治
機
新
以
来
、
A
7
8
黒
饗
場
を
は
さ
み
、
池
一
沌
守
的
災
議
鋭
、
記
し
た
碑
を
、
抑
制
車
問
料
相
倒
的
「
欄
開
発
端
聞

に
凝
る
ま
で
火
事
〈
変
化
し
て
き
た

g

;

!

首広ゐ苛

z昆長晶
士
h崎胃

A

侮

掛

》

A

塾
B
も
ゐ
鴎
車
甜
二
i

そ
主
的
完
拭
量
義
蕊
霊
欽
霊
化
と
主
い
、
う
フ
側
孫
悪
や
円
弘
瓶
，
輔
欝
闘

L
臥

φhφ門
干

均

炉

炉

一

噛

瑚

嗣

縄

山

む

飴

合
義
環
化
益
機
霊
絵
警
化
と
三
い
つ

zた
機
管
々
な
議
磁
泌
議
漏
謂
湖
塑
讃
謹
総
露
抱
襲
燦
一
三
一
三
二
二4

恥縫趨劉畿輯錨鼠犠醤欝古乏一川芯三正返添妥川弘汲ぷい川羽必ぷい仏一却却い仏却却い仏町い仏い仏た仏ηたぺ
ぺ
ソ
、
ミ
京
滋
吟
綴
綴
繍
幾
鵠
鶏
滋
穏
畿
撹
趨
議
九
以
議
今
誌
注
ぷ
注
ベ
ん
恥
気
汚
漁
総
描
磁

を

も

っ

て

い

る

が

喝

し

か

し

審

問

機

繰

舗

輯

鱒

ふ

笈

織

機

織

蟻

輯

鱒

輔

」

主

総

繍

織

麟

事

薬

え

て

砦

た

め

辻

伝

統

的

な

嵩

童

書

護

憲

必

開

間

以

t，

a
d
f
A韓

2

・4
1

然
叫
問
機
軸
酷
だ
っ
た
占
…
も
日
戸
逃
せ
な
い
。

日
本
的
近
代
生
活
と
伝
絞
殺
会
柏
崎
城
、
由
説
袋
線
に
ふ
れ
て
い
き
ま
す
a

ウ
づ
い
快
勝
い
〈
開
制
和
幻
}
に
み
ま
す
。
防
相
初

日
本
人
の
心
愈
と
が
い
か
に
総
ば
れ
、
て
湖
北
抽
崎
区
公
史
館
脇
町
吋
日
制
総
戦
後
初
期
か
ら
の
時
耕
助
地
盤
田
崎
町
僻
で
サ
が
、

ま
た
m
W
9
幡
畑
幸
れ
て
普
た
か
を
帯
、
ぇ
記
念
碑
L

〈
明
治
指
)
「
応
機
砕
い
〈
開
制
「
開
発
済
殺
」
が
捌
閑
閑
閑
附
削
聞
の
ぷ
祉
絞

る
い
的
が
制
怖
い
で
す
。
制
刊
幻
)
、
ま
れ
い
獄
後
。
竹
内
神
社
内
「
ヨ
露
油
開
制
民
い
悶
応
酬
岬
と
か
か
わ
る
こ
と
、
題
字

科
闘
の
講
師
は
、
大
演
徹
悦
放
滋
戦
勝
然
災
記
念
緯
」
で
は
、
臼
露
戦
争
か
や
勝
文
に
み
ら
れ
る
気
象
一
学
者
向
周
波

ふ
入
学
客
員
教
授
・
筑
波
大
惨
数
綬
と
ら
緩
和
の
お
年
戦
争
に
か
か
わ
る
地
紋
絞
や
安
食
(
栄
町
)
の
綴
懇
蜘
駒
場
獄
中
で

鎌
倉
功
汝
滋
大
学
議
終
品
開
校
・
筑
波
名
望
家
丹
、
心
窓
阜
、
酬
明
党
殺
へ
め
郷
土
の
北
机
略
的
繭
服
組
山
紘
人
で
あ
っ
た
波
紋
成
筏

・
・
十
九
時
十
時
制
数
液
廿
す
。
出
品
念
碑
が
紹
介
絞
り
を
み
て
い
静
ま
す
珍
と
の
交
流
・
こ
れ
ら
争
議
A
H
し
、
記
念

さ
れ
る
議
畿
は
「
生
活
の
な
か
の
碑
い
そ
し
て
や
線
新
聞
の
J
宇
一
翼
滋
殉
雑
陣
内
中
い
い
近
代
的
知
性
を
よ
み
と
っ
て

で
、
総
当
は
大
演
教
師
紅
、
数
制
棋
は
総
数
品
胃
袋
え
碑
仏
(
昭
和
お
)
が
と
号
あ
い
急
ま
す
e

高
ぴ
二
告
訴
し
争
最

5) 1989. 2. 1 

ω
議
命
事
現
福
寺
お
議
場

間
龍
也
国
題
a

消
費
生
活
議
座
金
募
集

あ
を
た
め
シ
ル
パ

i
プ
ラ
ン
は
し
パ

i
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

っ
か
守
山
山
来
て
い
ま
す
か
ョ
ぜ
ん
か
。

子
ど
も
が
感
w
位
し
た
後
、
内
務
分
は
、
V
場
所
天
T
t
台
北
日
時
隣
府

ω

ン
タ
i

夫
録
は
ど
ヲ
ゑ
怒
る
べ
き
か
ー
そ
の
V
時
間
午
然
日
時
か
ら
成
中

基
織
と
な
る
は
臨
滅
的
、
身
体
的
な
姦

V
定
百
聞
各
町
州
各
{
1
凶
だ
け
の
蒋

ヴ
け
は
V
L
、
フ
な
っ
て
い
る
の
か
。
協
榊
も
狗
〉
入
場
然
科

ま
た
、
ど
の
よ
っ
に
し
た
ら
約
八
万
V
串
L
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
淑
紛

の
満
足
す
る
筑
後
が
お
く
れ
る
の
か
。
で
‘
帝
国
内
生
活
総
消
制
問
中
一
治
係
、

ぜ
H
V

一
般
、
ゆ
っ
く
り
慾
分
的
シ
ル
一
光
港
総
〉

話

相

桂

一

潟

容

一

議

師

同

一

!
;
6
1
4
4
一
1

滅
代
の
わ
都
議
議
機

J

柄
拘
主
主
コ
ン
サ
ル
タ
シ
ト
一

d
F
L
L
E
村
一

a晶
A
二

横

山

み

ち

子

一

…

評

論

家

一

2

月

幻

自

然

〓

弘

同

年

金

線

開

昭

二

九

手

7

k

事
一

;
F
2
E
H
m
T率

6

t

J

書

室

二

久

野

万

太

郎

一

一
女
マ
マ
栄
養
語
大
探
銅
鐸

ー
義
人
的
隊
出
明
時
際
経
L

一

林

数

炎

勺
グ
ル
ー
プ
b
u
ア
齢
制
構
築
銭

制

刊

凶

努

子

あ

h
H一戸川以噌十円一

n 

3
丹
2
日
財

l
n
竹
内
川
口
(
自
)
、
新
春
?
ラ
ソ
ン
が
線
路
務
爾
介
(
開
時
小
、

rJ
分
M
秒
)

相
開
花
ム
口
中
を
中
心
と
す
る
M
J
、
a
J
、
間
関
女
子
町
部
飯
田
山
捻
子
{
削
閥
小
、
5

5
J
、
日
J
の
4
コ
ー
ス
で
行
わ
料
、
分
部
秒
)
本
小
川
ゆ
6
年制沖
7
T
m
部
集

会
主
か
ら
お
年
野
り
ま
で
の
9
5
9
山
柚
須
崎
成
本
、
'
処
分
間
秒
)
*
閉
問
女
子

人
が
総
轄
を
緩
い
合
い
ま
し
た
。
の
綴
広
樹
柵
ふ
み
江
(
盟
小
、

S
分問
M

大
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
党
政
一
?
?
ソ
秒
)

ン
の
名
称
を
変
更
し
て
行
わ
れ
た
も
の

V
中
学
生
(
3
J
)
場
努
子
内
総
片
綴

で
‘
部
門
は
制
阿
部
と
問
問

t
u部
門
液
平
〈
ん
問
山
、
9
分
ぬ
秒
)
也
φ

女
子
町

こ
的
自
は
、
開
削
が
や
や
強
か
っ
た
も
線
中
村
次
鍵
(
内
口
出
、
口
骨
5
秒
)

の
め
畿
を
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宇士会還後援違重量警護審議選悪霊設にと50万同

の富害対ガまちりきましだ。

曹関m諸機J株〉空苦言語総合様より社

会話芸秘書鞍託金軍事綴裏金むとこ7'15仰の

霊璽{守主Tありましだ。

唱者くま来)IJI縫寿し千葉統f龍三事務後妻名

木E充療機より主主尾警護人技1裕等専!とと

おせち料衰の密m/1i!百りまし疋。

惨めlifぇzm註雲議機よりさ予をつなぐ

毅の会じたお問的o努伎があり設

し芝。

奇書?¥ITγ主主淡さ子宮意報電言言語響機絞ら

役会事雲寺義務総(久遠娘、み絞り護軍、

あらぎ警襲撃)Iことあ米おもftll4r誌の

寝静鍛えプおりました。

官辞おき草案巴あり1:1とうの重量後t.JS

接選悪事マザーズホ…ひさまねり雪量J

iこと2Jヨ問の詰寄付/::.役会福?止協議

会!こど5W手o綴綴かありき表した。

盟轟轟轟覇題聾醸
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